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研究成果の概要（和文）：フランス革命や急進主義が群衆心理や暴力、人間の内省にもつながる感受性、メソジ
ズムの感覚的経験など、18、19世紀イギリス文学と感受性言説についてはこれまで多くの研究がなされてきた。
本研究は、これまで多様な視点から研究されてきた感受性言語を当時の女性作家がどう意識し、植民地支配が制
度化されていくプロセスに参入していったかに主眼をおいた。医科学書においてどのように女性の身体や動物が
表象されているか、文学作品において植民地主義や奴隷がどのように描かれているか、また宗教やチャリティと
いう概念がどう結びつくかを丹念に調査し、感受性の言語態の研究成果とすることができた。

研究成果の概要（英文）：In recent years, the theme of eighteenth- and nineteenth-century literature 
and its relation to the language of sensibility has increasingly become popular among researchers. 
Among these studies, one has focused on radical politics and mob psychology during and the aftermath
 of the French Revolution and another looked at the cult of sensibility endorsed by Methodism. The 
originality of our project lies in the meticulous research on the language of sensibility from the 
point of view of female writers, and how they actively involved themselves in the process of the 
institutionalization of colonialism, thereby challenging its authoritative voice. We looked at how 
these women critically represented colonialism, slavery, the female body and animals in their 
literary texts. We also investigated the way in which the concepts of religion or charity were 
deployed in the language of sensibility.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、18世紀末から19世紀前半にかけての感受性言語の変遷と社会的意義を、教育や慈善や科学の制度整備
が進み、帝国が拡張する文脈のなかで検証することで、国内外でも未解明なこの課題について研究成果をあげる
ことができた。また、海外の研究者を複数名日本に招聘し、植民地支配の歴史や小説をテーマとした講演、シン
ポジウム、イベントなどを開催し、研究者のみならず一般参加者にもその成果を共有することができた。たとえ
ば、東京大学と共催で開催した "Romantic Regenerations"国際学会や、世界規模で連携した“Frankenreads”
の一環として開催した国際シンポジウムなどである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
過去の共同研究では、繊細な身体感覚を生々しく描写するポルノグラフィ的な感受性言語は、
実は教育的な感受性言語と二律背反の関係にあり、女性作家たちの言説は感受性言語の不道徳
性を修辞的に浄化して道徳価値を高めることで、自らの言語態の社会意義を正当化しようと試
みていることを確認した。 
共同研究の複数の事例が示唆したのは、感受性言語が道徳的二律相反性を抱えながらも社会
道徳的価値を強調する傾向を 19世紀初頭でも持続したことである。本研究は、この過程のとり
わけ文学作品の聖典化の文脈においていかに感受性言語が教育的価値を増大させていったかを
探るために着手した背景がある。また、18 世紀末から 19 世紀前半にかけての感受性言語の変
遷と社会的意義を、教育や慈善や科学の制度整備が進み、帝国が拡張する文脈のなかで検証す
る必要を認識し、国内外でも未解明なこの課題について研究成果をあげることも射程に入れた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、感受性言語の矛盾を女性作家がどう意識し、社会的正当化を試みたかを、18 世紀
末から 19 世紀前半における教育や慈善、科学、文学、植民地支配が制度化されていく文脈で検
証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 

18 世紀後半から 19 世紀初頭のイギリス女性作家たちの教育的言説における不道徳な感受性
の「制御」を試みる言語的構造を、教育や慈善、科学、文学、植民地支配の制度化が進展する
文脈に視野を広げ、教育史・社会文化史からの観点も取り入れ、ジェンダー問題として考察す
る。研究会開催は年３回行い、情報や知見の共有を行った。国内で入手不可能な資料について
は夏期・春期休暇中に分担調査を実施。研究成果は国内外の学会発表や学術誌への投稿、図書
刊行を通して公表をし、最終年度に主催したシンポジウムの発表内容は冊子としてまとめ、関
係する分野の研究者に配布した。 
 
４．研究成果 
本研究は、これまで研究されてきた感受性言語を当時の女性作家がどう意識し、また植民地支
配が制度化されていくプロセスにどのように参入していったかに主眼をおいた。不道徳で猥ら
な感受性言語への批判があるなか、女性たちは教育、医学・科学、動物愛護やチャリティ、植民
地問題といった領域で〈感受性〉を言語化した。彼女らが道徳性や社会的意義の認知を目指した
過程に着目しつつ、その言語態がいかに「文学」という概念の変容と連動していたか、また、「共
感」に基づいた子供や動物、貧民や奴隷たちの表象や擁護が、どのように女性言語の解放と結び
ついていたかを確認することができた。 
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